
序 章  調査の概要 
 
１． 調査の目的 

この調査は、本学学生の生活状況や要望を把握し、その結果を福利厚生・課外活動等の充実や改善及び

これらの施設の設備等に役立てるための基礎資料とするものである。 
 
２． 調査の内容 

調査の内容は、学生の生活状況、健康、修学状況、就職及び課外活動等に関する事項とし、学生生活全

般にわたるものである。 
なお、前回の学生生活調査結果と比較できるデータを収集し、統計調査の有効性を維持するため、調査

項目の修正は最小限に留めることを原則としながらも、回答者の負担軽減の観点から設問を精査して削

減し、また、キャンパス整備の観点から福利厚生に関する設問を追加している。 
 
３． 調査の対象 

平成 25 年 10 月 1 日現在において、各学部・各研究科に在籍する学生（留学生を含む）を対象とした。 
 
４． 調査の時期 

調査期間は平成 25 年 10 月 1 日から平成 25 年 10 月 31 日までとした。 
 
５． 調査の方法 

学生が履修登録等で利用する Web 上の大阪大学学務情報システム（KOAN）を利用した、無記名のアン

ケート調査により実施した。 
 
６． 回答率 

各学部・研究科等の在学者数、回答件数及び回収率を次のページに示した。 
 
７． 集計表の記載 

各集計表は実人数値と百分率（％）で表記した。なお、一部、基本属性となる情報が無回答の場合は、

合計値が不一致となっている。 
 
８． 集計上の諸留意 

・システム上回答が完了していないものは無効とした。 
・文系、理系の別は下記のとおりとした。 
 学部（文系）・・・・文学、人間科学、法学、経済学、外国語学 
 学部（理系）・・・・理学、医学（医学）、医学（保健学）、歯学、薬学、工学、基礎工学 
 大学院（文系）・・・文学、人間科学、法学、経済学、言語文化、国際公共政策、高等司法、言語社会 
 大学院（理系）・・・理学、医学（医学）、医学（保健学）、歯学、薬学、工学、基礎工学、生命機能、 
           情報科学、小児発達学 
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